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「応援します あなたの農業」！！

福島県農業振興公社だより

止まるのか農地価格の下落 ？
～ 公社買入水田主要価格帯の推移 ～

福島市中町８番２号

発行元 財団法人福島県農業振興公社

TEL 024-521-9834 FAX 024-521-8277

第 ２１ 号 平成１８年１２月

当公社の水田買入価格は、原則として地元農業

委員会の利用調整に基づくものでありますが、米

販売価格の下落傾向や農地の担保評価の低下など

を反映して、平成３年度のピーク対比で、ついに

１７年度で４５％の下落となってしまいました。

下記に表示してあるグラフは、主要価格帯の一

筆毎の買入単価平均の推移です。集計している主

要価格帯とは都市近郊の高価格（２００万円／10

ａ以上）を除く価格帯を指しています。

、公社買入水田の過半は会津地域であることから

福島県農業会議が公表している県の中田価格の推

移と若干異なる動きとなっておりますので、１８

年度上期では若干８０万円台まで戻しております

が、下期の動向に注目しております。

主要価格帯水田買入価格の推移(平成元年 ～ １7年度）
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農地調整課

去る１２月１３日（水 、郡山市の福島県農業総）

合センター「多目的ホール」において、県、市町

村、農業委員会及びＪＡさんの合理化事業にかか

る関係者約１４０名が一堂に会し、本年度の農地

保有合理化事業の推進会議を開催いたしました。

この会議は、毎年当公社が主催して開催してい

るものですが、今回は、① 来年度から３ヶ年間を

重点期間として実施される国の農地改革とその基

幹事業である合理化事業について、② 来年度予算

概算要求に基づく合理化事業補助体系の見直しの

内容、③ 品目横断的経営安定対策に対応する利用

権設定や農作業受委託の留意点と期間内平均生産

面積の付け替え措置、④ 合理化事業を活用した集

団的土地利用の成果に対する経済的効果調査の結

果などについて、公社担当より詳細に説明し、合

理化事業のより一層の推進を要請いたしました。

特に平成１９年度の合理化事業については、農

担い手に対して面地改革を推進する施策として 「、

」を促進的なまとまりのある形で農地利用の集積

する観点から、事業発足以来初めて大幅な事業の

再構築が図られることになります。

改正の内容については、次号で詳細に紹介いた

します。

平成１８年度・農地保有

合理化事業推進会議を開催

第９回 農地保有合理化法人

連絡会議を開催

去る１１月７日(火)、福島市の福島県自治会館

において、第９回(本年度初回)となる合理化法人

連絡会議を開催いたしました。この連絡会議は、

県内の合理化法人と機関・団体の関係者に参集願

い、合理化法人相互の連携を強化し積極的な事業

推進を図るため、毎年２回開催しております。

今回は、東北農政局構造改善課の佐藤課長補佐

と田口係長に出席をいただき、農地保有合理化事

業に関連する平成１９年度予算概算要求の内容に

ついて、詳細な説明を受けました。

県内全てのＪＡさんは、来年度末までに農地保

有合理化法人の指定をうけるべく鋭意推進中であ

ることから、全てのＪＡさんに対して参集のご案

内を差し上げましたところ、１１ＪＡさんはじめ

関係者など約３０名の方が参加されました。

過去最高の精算実績

当公社が平成１８年の利用集積として精算した

賃借料(小作料)と農作業料金の実績が、昨年の実

績を抜き過去最高となりました。このことは、賃

借料、作業料金とも単価が下がっているなかで、

集落営農などの集団的土地利用調整による支援が

進んだ結果です。農用地利用改善団体をはじめ関

係した皆さんのご協力に感謝いたします。

賃借料収入 １,９１９件、４０６,４１０千円

農作業収入 ２,３２９件、３９１,５３５千円
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育成センター

加藤和成さん東北農村青年会議で最優秀賞受賞

１１月１４日から１６日までの３日間、宮城県

松島町において第３７回東北農村青年会議宮城大

会が開催されました。

この会議は毎年東北各県が持ち回りで開催して

いるもので、東北の意欲ある農業青年が、日頃の

農業経営、農村生活で得た知識や技術・研究成果

等を相互交換すると共に、資質向上を図ることを

目的にプロジェクト発表会・講演会・現地研修や

夜の交流会等を行うものです。

プロジェクト発表の意見発表の部では、福島県

代表の加藤和成さん（Ｄ”ＡＴＣＨ・安達地方農

業後継者クラブ）が 「ステップアップ－２度目の、

チャレンジ－」と題して、就農・離農を繰返した

なかから自分の状況を見つめ直し、農業へ再チャ

レンジしている様子を発表し、最優秀賞（東北農

政局長賞）に輝きました。

第１回福島県農業青年大運動会を開催しました

 １２月３日（日）郡山市「ふるさとの森スポー

ツパーク」において、当大運動会が開催されまし

た。

本県の農業青年が一堂に会し、日頃の農作業で

「 」 「 」鍛えた体に ほとばしる情熱 と わきたつ熱意

を注ぎ込み、各種スポーツに取り込むもので、当

日はバレーボール大会など多彩な競技がくりひろ

げられ、お互いの友情と連帯感が大いに深められ

ました。

新規就農支援ホ－ムペ－ジを開設しました

青年農業者等育成センタ－では、新規

就農希望者に対する情報を発信するため

にホ－ムペ－ジを開設しました。アドレ

スは、次のとおりです。

。皆さまのご利用をお待ちしております

http://www.fnk.-syunou.jp/アドレス：
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利用者の声

経営開始支援資金を活用された安斎孝和さん（二本松市）

私がサラリーマンを経験した後に就農して5年が

経ちました。

周囲の身近な方々から、まだまだ心配をしてい

ただいていますが、同世代の農業青年クラブの皆

の前向きさに良い刺激を受けながら農業を頑張っ

ています。

私が就農してから強く感じることの一つに「農

業を営む人達の印象」があります。

それは精神の強さです。きっと生物と自然を相

手にする職業ゆえのものでしょう。おおらかさか

らくる柔らかい印象と、全ての事象を受け止め入

れて前に進む太く力強い印象です。

例えば、先日の価格暴落のために行われた農産

物処分です。収穫期の野菜がトラクタで砕かれる

様子と苦笑いでインタビューに応える生産者に消

費者は異様な感じがしたと思います。

しかし、私は到底真似することの出来ない潔さ

と力強さを感じました。

私もいずれ、自然と生物が相手ですからこうい

った場面に遭うかもしれません。そのような時の

ために、貴重な経験であると思える精神力と技術

を身につけていきたいと思います。(そういう場面

に遭遇しない技術も)

私は命を支える食を根本でしっかり守っていく

農業を営んでいることを、誇りに感じています。

力強く働き素敵な農産物を家庭に届けます。落

ち込むことがあってもおいしいものを食べればモ

ヤモヤイライラと悩んでいたことも忘れますから

ね！食べることは平和の基本ですよ、きっと。

編 集 後 記

今年のプロ野球オフシ－ズン最大の話題であった松坂投手の大リ－グ移籍が正式に決定した。ポス

ティングシステムにより交渉権を得たアメリカ東部地区の名門球団であるボストンレッドソックスと

の契約が６１億円（６年契約）で合意に達したとのニュ－スが伝えられた。

この多額の契約金額は最近の日本人選手の大リ－グでの活躍もあって、松坂投手が高い評価を受け

た形であるが、素直に喜べないような気がする。日本を代表するプロ野球選手の国内でのプレ－が見

られなくなるからである。このまま国内の一流選手の流出が続くと、国内のプロ野球のレベルが低く

なり人気凋落傾向に更なる拍車がかかり日本プロ野球が危機的な状況に陥るような気がしてならな

い。 ｋ．ｋ

あて先 〒960-8681
問い合わせ 福島県福島市中町８番２号

財団法人福島県農業振興公社 総務課
TEL 024(521)9834 FAX 024(52１)8277
みなさんのご意見ご感想をお寄せください。
h t t p : / / w w w . f n k . o r . j p

「油断せず いつも心に 初心者マーク」


